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<A さんのコメント> 高校の勉強も

そんなに難しくはない。授業のスピー

ドは速いけど，ついていけるし，何で

みんな分からなくなるのかがわからな

い 

<B さんのコメント> 高校の勉強は

難しすぎて，学校で授業を聞いても分

からない。どんどん進んでいくので，

全くついていけなくなった。 

 B さんのコメントのように，中学のときと比べると勉強はかなり難

しくなります。なおかつ，前に習った内容を理解していないと解けな

いので，高 1 の夏休み前に習った内容が分かっていないと，夏休み以

降は全くついていけなくなります。 

 高校で習う量は膨大なため，どうしても授業のスピードは速くなり

ます。なおかつ，理由①で載せたように前に習った範囲を理解してい

ないと，問題が解けないため，同じような成績の生徒が集まってくる

高校でも成績の差は大きくつくのです。 

 A さん B さんともに，中学のときは学年 20 位前後でしたが，高校

の最初のテストで｢A さんは学年 5 位｣｢B さんは学年 120 位｣でした。

その後｢Aさんは学年 1位｣｢Bさんは学年 2桁順位｣を目指して勉強す

るようになりました。この時点で，もう目指すものが違うため，B さ

んは A さんに追いつくことは出来ないのです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【高 1 定期試験問題より（因数分解編）】 

１ 次の式を因数分解せよ。 

 (1) 1243 23  xxx     

 

(2) 253352 22  yxyxyx  

 

 (3) 44 x      

 

(4) abcbacacbcba 3)()()( 222   

 

 

 

 

【高 1 定期試験問題より（２次関数編）】 

１ 放物線 542 2  xxy は，どのように平行移動すると放物線

1382 2  xxy に重なるか 

 

２ 2 次関数
22 22 aaxxy   (0≦ x ≦4) の最小値をm とすると

き，定数aの値によって， 場合分けをして，mを求めよ。 

 

３ x ≧0， y ≧0， 62  yx のとき，
22 2yx  の最大値と最小値を

求めよ。 

【継続授業テキストより(因数分解編)】 

１ 次の式を因数分解せよ。 

 (1) 2519 24  xx     

 

(2) 44 x  

 

 (3) 1)(2  xbaabx      

 

(4) 1)1(2  xaax  

 

 

 

 

【春期講習会テキストより(因数分解編)】 

１ 次の式を因数分解せよ。 

 (1) 12163 2  xx     

 

(2) 
22 73918 baba   

 

 (3) 4)(8)(5 2  yxyx   

    

(4) 
22 14176 baba   

 

 

 

 【春期講習会テキストより（２次関数編）】 

１ 直線 y=-3x+6 を，x 軸方向に２，y 軸方向に-4 並行

移動した直線の式を求めよ。 

 

 

２ 
2)3(24  xy のグラフを書け。 

 

 

３ ２次関数 nmxxy  が，x=-1 のとき最大値 3

をとるように，定数ｍ，ｎの値を求めよ。 

【継続授業テキストより（２次関数編）】 

１ ある放物線を x 軸方向に-3，y 軸方向に 1 平行移動し

たところ,放物線 50202 2  xxy になった。このとき，

もとに放物線を求めよ。 

 

２ 2 次関数 622  axxy  (0≦ x≦2) の最小値をm，

最大値をＭとするとき，定数 aの値によって，場合分けを

して，m，M を求めよ。 

３ 52
2

 y
x

を満たしているとき，
2

2

4
y

x
 の最小値を

求め，そのときの x と y の値を求めよ。 


